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秋
本
の
り
子
議
員
（
社
民
・
市
民
）

　

若
者
の
不
就
労
が
社
会
問
題

と
な
り
、
国
等
も
就
労
支
援
事

業
を
始
め
て
い
る
。
焦
点
は
主

に
男
性
だ
が
、
家
事
手
伝
い
と

い
う
立
場
で
問
題
視
さ
れ
な
い
、

若
い
未
婚
女
性
も
多
い
。
国
は

第
３
次
男
女
共
同
参
画
基
本
計

画
で
、
貧
困
等
生
活
上
の
困
難

に
直
面
す
る
若
者
を
支
援
す
る

と
の
方
針
を
示
し
て
い
る
が
、

自
立
支
援
へ
向
け
市
の
取
り
組
み
は

国
・
県
の
相
談
機
関
と
連
携
図
る

若年シングル女性

女
性
の
自
立
支
援
に
対
す
る
市

の
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

答　

厚
生
労
働
省
の
委
託
事
業

と
し
て
、
県
は
行
徳
地
域
に
い

ち
か
わ
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
を
設
置
し
て
い
る
。
市

と
し
て
は
、
男
女
共
同
参
画
セ

ン
タ
ー
に
相
談
に
来
た
就
労
に

悩
み
を
持
つ
女
性
に
、
同
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
の
取
り
組
み
を
紹
介

す
る
等
、連
携
を
図
っ
て
い
く
。

髙
坂　

進
議
員
（
日
本
共
産
党
）

　

中
小
企
業
に
と
っ
て
厳
し
い

経
営
状
況
が
続
く
中
、
資
金
繰

り
を
支
援
し
て
き
た
中
小
企
業

金
融
円
滑
化
法
の
最
終
延
長
が
、

平
成
25
年
３
月
末
日
に
期
限
を

迎
え
る
。
こ
の
制
度
の
市
内
事

業
者
の
利
用
状
況
は
ど
う
か
。

ま
た
、
期
限
到
来
に
よ
る
影
響

と
、
今
後
の
市
の
対
応
に
つ
い

て
は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

円
滑
化
法
の
期
限
到
来 

市
は
ど
う
対
応

借
り
換
え
制
度
復
活
等
で
支
援
す
る

中小企業の金融支援

答　

市
内
事
業
者
の
制
度
利
用

に
関
す
る
正
確
な
実
態
の
把
握

は
困
難
で
あ
る
。
ま
た
、
法
の

期
限
到
来
後
も
、
市
内
金
融
機

関
の
融
資
方
針
に
変
更
は
な
く
、

影
響
は
少
な
い
も
の
と
考
え
て

い
る
が
、
市
と
し
て
は
、
借
り

換
え
制
度
の
復
活
や
融
資
を
受

け
や
す
い
環
境
の
整
備
に
努
め

る
他
、
利
子
補
給
制
度
の
継
続

で
中
小
企
業
を
支
援
し
て
い
く
。

浅
野
さ
ち
議
員
（
公
明
党
）

　

介
護
保
険
の
利
用
に
当
た
り
、

本
市
で
は
福
祉
用
具
を
購
入
す

る
際
、
利
用
者
が
一
度
費
用
全

額
を
支
払
い
、
市
に
申
請
し
て

保
険
給
付
分
を
受
け
取
る
償
還

払
い
方
式
と
し
て
い
る
。
当
初

か
ら
支
払
額
を
利
用
者
負
担
で

あ
る
１
割
の
み
と
す
る
委
任
受

領
方
式
を
導
入
で
き
な
い
か
。

答　

福
祉
用
具
購
入
に
お
け
る

委
任
受
領
方
式
に
で
き
な
い
か

関
係
者
の
意
見
や
意
向
踏
ま
え
検
討

介護保険を利用した福祉用具購入

委
任
受
領
方
式
の
導
入
に
つ
い

て
は
、
利
用
者
の
購
入
検
討
が

安
易
に
な
る
こ
と
等
で
、
利
用

者
の
自
立
支
援
と
い
う
目
的
に

必
ず
し
も
合
わ
な
い
用
具
が
提

供
さ
れ
る
お
そ
れ
も
あ
る
。
利

用
者
の
状
況
を
把
握
し
て
い
る

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
意
見
を

参
考
に
、
市
内
の
指
定
特
定
福

祉
用
具
販
売
事
業
所
の
意
向
も

踏
ま
え
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

大
場　

諭
議
員
（
公
明
党
）

　

地
域
包
括
ケ
ア
の
考
え
方
に

基
づ
き
国
と
県
が
進
め
て
い
る

サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住

宅
の
整
備
に
関
し
て
、
本
市
の

現
状
と
課
題
は
何
か
。
ま
た
、

在
宅
で
の
介
護
に
お
い
て
は
、

医
療
と
の
連
携
が
重
要
と
考
え

る
。
市
の
取
り
組
み
を
問
う
。

答　

本
市
で
も
サ
ー
ビ
ス
付
き

高
齢
者
向
け
住
宅
の
建
設
が
進

国
・
県
が
整
備
進
め
る 

本
市
の
課
題
は

住
所
地
特
例
な
く
介
護
保
険
財
政
に
影
響

サービス付き高齢者向け住宅

む
と
予
想
し
て
い
る
が
、
入
居

前
の
市
区
町
村
を
保
険
者
と
す

る
住
所
地
特
例
が
原
則
と
し
て

適
用
さ
れ
ず
、
市
の
介
護
保
険

財
政
へ
の
影
響
が
大
き
い
こ
と

が
課
題
で
あ
る
。
住
所
地
特
例

の
適
用
を
国
に
要
望
し
て
い
く
。

ま
た
、
医
療
と
介
護
の
連
携
に

つ
い
て
は
、
多
職
種
の
協
働
に

よ
る
在
宅
医
療
・
介
護
の
支
援

体
制
の
構
築
を
目
指
し
て
い
る
。

松
永
修
巳
議
員
（
緑
風
会
）

　

国
家
公
務
員
の
市
川
宿
舎
二

俣
官
舎
が
廃
止
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
が
、
国
か
ら
市
に
対
し

て
事
前
協
議
等
は
あ
っ
た
の
か
。

ま
た
、
廃
止
後
の
跡
地
は
、
全

体
の
一
部
分
で
も
市
が
購
入
し

て
、
多
目
的
運
動
広
場
や
防
災

拠
点
と
し
て
活
用
す
べ
き
と
考

え
る
が
、
市
の
考
え
は
ど
う
か
。

答　

市
は
平
成
24
年
５
月
に
国

跡
地
を
市
で
購
入
・
活
用
す
る
考
え
は

適
正
な
土
地
利
用
に
向
け
検
討
協
議
す
る

二俣官舎の廃止

の
千
葉
財
務
事
務
所
と
協
議
し
、

以
後
29
年
３
月
予
定
の
土
地
売

却
ま
で
定
期
的
に
連
絡
を
と
っ

て
い
く
。
跡
地
利
用
に
つ
い
て

は
、
今
の
厳
し
い
財
政
状
況
か

ら
購
入
は
困
難
だ
が
、
適
正
な

土
地
利
用
を
図
る
観
点
か
ら
、

都
市
計
画
制
度
の
活
用
や
今
後

の
社
会
動
向
等
も
見
据
え
、
庁

内
で
の
検
討
及
び
国
等
と
の
協

議
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

か
い
づ　

勉
議
員
（
自
由
民
主
党
）

　

須
和
田
公
園
の
改
修
に
つ
い

て
は
、
前
回
の
質
問
で
は
３
カ

年
の
計
画
で
、
平
成
24
年
１
月

か
ら
３
月
ま
で
に
第
１
期
工
事

が
完
了
す
る
と
の
こ
と
で
あ
っ

た
。
多
く
の
市
民
が
利
用
す
る

こ
と
か
ら
、
可
能
な
限
り
工
期

を
短
縮
し
、
地
域
住
民
に
早
期

に
開
放
す
べ
き
で
あ
る
。
市
の

考
え
は
ど
う
か
。
ま
た
、
改
修

工
期
を
短
縮
し
て
早
期
に
市
民
に
開
放
を

利
用
の
少
な
い
冬
期
に
集
中
し
て
行
う

須和田公園の改修工事

工
事
に
つ
き
、
近
隣
住
民
に
は

ど
の
よ
う
な
説
明
を
し
た
の
か
。

答　

須
和
田
公
園
の
改
修
工
事

は
、
市
民
の
利
用
に
支
障
が
な

い
よ
う
、
利
用
者
の
少
な
い
冬

期
に
集
中
し
て
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
工
事
に
つ
い
て
は
周
辺

自
治
会
や
学
校
に
も
、
市
民
の

利
用
に
配
慮
し
た
計
画
に
基
づ

き
、
整
備
を
行
う
旨
の
説
明
を

行
い
、
理
解
を
図
っ
て
い
る
。

金
子
貞
作
議
員
（
日
本
共
産
党
）

　

生
物
多
様
性
基
本
法
の
制
定

に
伴
い
、
本
市
で
も
環
境
審
議

会
で
生
物
多
様
性
地
域
戦
略
の

策
定
に
向
け
議
論
さ
れ
て
い
る

と
聞
く
。
自
然
の
保
全
再
生
は

有
意
義
な
活
動
だ
と
考
え
る
が
、

市
は
、
生
物
多
様
性
地
域
戦
略

の
策
定
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
な

効
果
を
期
待
し
て
い
る
の
か
。

答　

本
市
で
は
、
大
町
公
園
等
、

潤
い
あ
る
環
境
を
次
世
代
に
引
き
継
ぐ

生物多様性地域戦略

地
域
に
残
さ
れ
た
自
然
が
街
の

魅
力
に
な
っ
て
い
る
が
、
自
然

環
境
間
の
つ
な
が
り
や
、
人
と

自
然
と
の
関
わ
り
が
薄
く
な
っ

て
い
る
。
市
と
し
て
は
、
地
域

戦
略
を
策
定
し
、
自
然
環
境
を

保
全
再
生
す
る
こ
と
等
に
よ
り

人
と
自
然
と
の
共
生
が
図
ら
れ

る
と
考
え
て
お
り
、
潤
い
の
あ

る
環
境
を
次
世
代
に
引
き
継
ぐ

効
果
を
期
待
し
て
い
る
。

鈴
木
啓
一
議
員
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

　

大
災
害
発
生
時
、消
防
団
は
、

地
域
に
密
着
し
た
活
動
を
行
う

こ
と
で
そ
の
力
を
発
揮
す
る
が
、

危
険
が
迫
る
災
害
時
に
活
動
す

る
た
め
に
は
、
正
確
な
情
報
を

随
時
確
保
す
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。
そ
こ
で
、
消
防
団
に
お

い
て
も
相
互
交
信
可
能
な
デ
ジ

タ
ル
無
線
機
の
配
備
が
必
要
で

あ
る
。
市
は
ど
う
考
え
る
か
。

相
互
交
信
可
能
無
線
を
配
備
す
る
考
え
は

平
成
25 
年
度
に
27 
機
整
備

消防団の無線機整備

答　

市
と
し
て
も
、
消
防
団
の

円
滑
な
活
動
の
た
め
に
は
相
互

交
信
可
能
な
デ
ジ
タ
ル
無
線
機

の
配
備
が
必
要
と
考
え
て
お
り
、

平
成
25
年
度
に
４
方
面
の
副
団

長
と
23
個
分
団
の
車
両
に
１
機

ず
つ
、
合
計
27
機
を
配
備
す
る

計
画
で
あ
る
。
消
防
団
が
情
報

を
共
有
し
、
各
地
域
で
災
害
に

適
切
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
早

期
に
整
備
を
進
め
て
い
く
。

策
定
に
よ
る
効
果
は

い
ち
か
わ
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

越
川
雅
史
議
員
（
無
所
属
の
会
）

　

市
川
駅
南
地
域
に
賑
わ
い
を

創
出
す
る
に
は
、
仮
庁
舎
、
合

同
庁
舎
、（
仮
称
）
大
洲
橋
の
３

点
セ
ッ
ト
で
盛
り
上
げ
る
べ
き

と
考
え
る
。
ま
ず
仮
庁
舎
を
置

き
、
そ
の
後
は
合
同
庁
舎
と
し

て
活
用
す
る
と
共
に
、
大
洲
橋

計
画
が
実
現
す
れ
ば
江
戸
川
区

か
ら
も
人
を
呼
び
込
め
る
と
思

う
が
、
市
は
ど
う
考
え
る
か
。

答　

市
川
駅
南
地
域
の
重
要
性

は
認
識
し
て
お
り
、
様
々
な
施

策
を
展
開
し
て
き
た
が
、
賑
わ

い
の
創
出
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

当
地
域
は
市
の
中
央
帯
に
あ
り

利
便
性
も
高
い
た
め
、
仮
庁
舎

候
補
地
と
し
て
検
討
し
た
い
。

（
仮
称
）
大
洲
橋
の
架
橋
計
画

は
こ
の
地
域
の
活
性
化
に
資
す

る
も
の
で
あ
り
、
引
き
続
き
関

係
機
関
と
協
議
を
続
け
て
い
く
。

市川駅南地域の活性化
仮庁舎設置と大洲橋計画で実現を

有力な選択肢として検討する

街 づ く り

経 済福 祉

消 防 環 境


